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従来、鋼材で造られた構造体などに、二次的な製品を取り付
ける際に用いられてきたクランプ類や溶接といった製品、工
法に換わりX-BT鋲打ち工法を紹介いたします。

X-BTのユニークな留め付けテクニッ
クは、高い現状維持の価値を確実に
している基礎鋼材に、スタッドは本
当の接合部をつくります。

心の平和を楽しんでください

X-BTは、様々な厚みの鋼材に留め付けが正確に出来ます。（8mm≦）
クランプや溶接など、留め付けに関連する限界を忘れてください。

様々な鋼材に留め付けが可能

一般的な溶接工法には退屈な再処
理等が必要になりますが、X-BT工
法がこの退屈さを解消します。
シーリングワッシャー付きのファ
スナーは、予め穿孔された孔にき
れいにセットされます。

X-BTは再処理不要溶接
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貫入測定

引抜測定

許容安全荷重

8.08.0トルク値 Trec ［N-m］

8.28.2ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ M r e c ［N -m ］

3.42.6せ ん 断 V r e c ［ ｋ N ］

2.31.8引 張 N r e c ［ ｋ N ］

EN10025
S355

EN10025
S235

鋼材



ステップシャンクドリルビット
穿孔寸法 Φ4ｍｍｘ7ｍｍ

下孔穿孔

アイナット取付

X-BT工法で、スマートな取り付けが可能

になります。
従来、鋼材に二次的製品を取り付けるに
は電材クランプ等を使用したり、重量物を
取り付けるには、大掛りなクランプを製作
したり、専用の金具を溶接などの施工方
法が一般的であったが、X-BT工法は専用
の工具と銃砲許可手続きが必要になるが、
殆どの鋼材に確実に留め付けることが可
能となる。
材質は錆びに強いSUS316

防鳥ネット取付

X-BT打鋲

打鋲後

ワイヤー取付

X-BTによる防鳥ネット施工例 （鋼製歩道橋）




